
 
平成２３年度予算第二特別委員会質問要旨 

 
 
○ 局別審査      平成２３年３月８日 
 
 
質問者（質問順） 
 
１ 河 治 民 夫 委 員 （共 産 党） 

 
２ 田 中 紳 一 委 員 （ヨ コ 会） 

 
 ３ 渋 谷   健 委 員 （自 民 党） 
 
 ４ 斉 藤 達 也 委 員 （自 民 党） 
 
 ５ 谷 地 伸 次 委 員 （民 主 党） 
 
 ６ 加 藤 広 人 委 員 （公 明 党） 
 
 ７ 宇都宮 充 子 委 員 （ネ ッ ト） 
 
 
 
 

総 務 局 



 局 別 審 査 

 

１ 河 治 民 夫 委員（共産党） 

 

１ 未収債権回収整理の取組について 

（１）市税における過去３年間の差押件数の推移について伺いたい。 

（２）市税における２１年度の債権差押の実態とその内訳について伺いたい。 

（３）国税徴収法の差押禁止規定の運用について伺いたい。 

（４）口座にある預金の原資の確認方法について伺いたい。 

（５）市全体の未収債権回収の取組として、市民の方が身近に相談を受けられる仕 

組みづくりを進めていくべきと考えるがどうか。 

 

２ 保有財産の有効活用について 

（１）ひかりが丘小学校跡地活用の考え方について伺いたい。 

（２）地域住民の意向の反映について伺いたい。 

（３）ひかりが丘小学校は、その区域が市街化調整区域と聞いている。学校ではな 

くなると建築基準などに問題が出てくるのではないかと考えるがどうか。 

（４）コミュニティハウス機能を残した事例について伺いたい。 

（５）廃校後のコミュニティハウスの管理部局及び、跡地活用の実務的な流れにつ 

いて伺いたい。 

 

３ 土地開発公社保有のみなとみらい２１地区６０街区の買取について 

（１）総務局の予算で買取る理由について伺いたい。 

（２）今後の買取予定について伺いたい。 

（３）６０街区全体の時価と簿価の差額及び金利部分と金利について伺いたい。 

（４）時価と簿価との差額が市民の損失になると思うがどうか。 

（５）市民の損失となる金利負担分について、遡って銀行に返還を求めるべきと考 

  えるがどうか。 

（６）６０街区の活用予定について伺いたい。 
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４ コンプライアンスの取組について 

（１）コンプライアンス推進室の役割と現状業務について伺いたい。 

（２）事件・事故・事務処理ミス等再発防止の取組事例について伺いたい。 

（３）政治的中立性の申合せができた経緯について伺いたい。 

（４）政治的中立性の確保の徹底に関する申合せを理由に、行政の説明責任を回避 

することが行われてはならないと考えるがどうか。 
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２ 田 中 紳 一 委員（ヨコ会）

 

１ 格付けについて 

（１）国債の格下げによる横浜市債への影響について伺いたい。 

（２）昨年の横浜市債の格付け見通しの変更要因と、市債の調達金利への影響につ 

  いて伺いたい。 

（３）横浜市債が格下げにならないための方策について伺いたい。 

 

２ 横浜市事業評価会議について 

（１）２３年度の対象事業の選定方法について伺いたい。 

（２）２３年度の開催に向けた議論を活性化する工夫や傍聴者への配慮について 

伺いたい。 

 

３ 事業見直しについて 

（１）指摘事業に対する予算反映状況の変化について伺いたい。 

（２）新たな視点から事業見直しテーマを設定すべきと考えるがどうか。 

 

４ 庁内ネットワーク接続パソコンの調達一元化について 

（１）庁内ネットワーク接続パソコンの調達一元化による、コスト縮減見込みにつ 

  いて伺いたい。 

（２）調達コスト以外に、業務効率化などにどのような効果があるのか。 

 

５ 共同物品調達について 

（１）パソコン調達だけでなく、他の物品にも調達の一元化を進めるべきと考える 

がどうか。 

（２）市だけでなく、他の自治体を含めた共同物品調達の仕組みを検討すべきと考 

えるがどうか。 
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３ 渋 谷  健 委員（自民党） 

 

１ 工事の入札・契約制度について 

（１）今後の事後公表の試行方法について伺いたい。 

（２）試行継続による検証内容について伺いたい。 

（３）事後公表 

  ア 試行期間について伺いたい。 

  イ どういう結果が出ると２３年度中に結論を出すのか。 

（４）直近３か年の平均入札参加者数の推移について伺いたい。 

（５）入札における過度な競争性を緩和するための工夫について伺いたい。 

（６）工事発注量の減少を考慮した事業者の評価について伺いたい。 

（７）応急修理工事などは地元業者に発注すべきと考えるがどうか。 

（８）災害協力など地元貢献をしている事業者は優遇すべきと考えるがどうか。 

 

２ 委託契約の最低制限価格について 

（１）最低制限価格を予定価格の３分の２とした理由について伺いたい。 

（２）他都市や神奈川県の最低制限価格の設定状況について伺いたい。 

（３）最低制限価格の対象業種 

ア 対象業種の設定根拠について伺いたい。 

イ なぜ、毎日履行している業者は最低制限価格が導入されていて、その他の 

事業者は人件費比率が高くても最低制限価格がないのか。 

（４）現行の最低制限価格の対象業種以外で、低価格競争が続いている業種も対象 

  とすべきと考えるがどうか。 

（５）今後の最低制限価格の取組について伺いたい。 

 

３ 公共工事の積極的な予算計上について 

（１）契約における過度な競争は公共工事の発注量が減っていることも要因だ。市 

民生活にとって必要な公共工事は積極的に計上すべきと考えるがどうか。 

- 4 - 

 



 

４ 斉 藤 達 也 委員（自民党）

 

１ 公共施設のあり方検討委員会について 

（１）「プール」及び「野外活動施設等」のあり方について、事業評価会議の意見を 

  踏まえた検討内容について伺いたい。 

（２）検討結果の２３年度予算案への反映状況について伺いたい。 

（３）委員構成の考え方について伺いたい。 

（４）委員会の具体的スケジュールについて伺いたい。 

（５）委員会で検討を行う視点について伺いたい。 

（６）委員会の意見を踏まえた今後の取組について伺いたい。 

（要望）横浜市公共施設のあり方検討委員会について、今後も厳しい財政状況が見 

込まれる中で、「施設運営の効率化により、市民ニーズに合ったサービスの提

供を持続していく」という視点で、取組を進めるよう要望します。 

 

２ 未収債権回収整理の取組について 

（１）未収債権回収対策の新たな取組について伺いたい。 

（２）新たな取組のねらいについて伺いたい。 

 

３ 保有資産の有効活用・処分について 

（１）「資産たな卸し」の目的と意義について伺いたい。 

（２）２３年度の「資産たな卸し」の内容について伺いたい。 

（３）土地開発基金条例の改正理由について伺いたい。 

（４）土地開発基金を資産活用推進基金に改正する具体的メリットについて伺いた

い。 

（５）土地開発基金における土地と現金の保有額について伺いたい。 

（６）資産活用推進基金に今後充当する現金確保の方法について伺いたい。 
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４ 全国給与水準における本市職員給与の捉え方について 

（１）横浜市職員の給料が高いとされた理由の分析ついて伺いたい。 

（２）平均給与月額で本市の順位が相対的に低くなる理由について伺いたい。 

（３）過去５年間の職員人件費の推移について伺いたい。 

（４）職員人件費の規模の評価について伺いたい。 

（５）民間やボランティアに任せられる分野が増えてきている中での、公務員の存 

  在意義に対する考えについて伺いたい。 

（６）市職員に対する市民の厳しい視線への対応について伺いたい。 

 

５ 新市庁舎整備の検討について 

（１）現在の検討状況について伺いたい。 

（２）事業手法についての考え方について伺いたい。 

（３）大都市制度が実現した場合、県庁の機能が県央地域に移転することもありえ

ると思うがどうか。 

（４） 計画検討にあたっては、将来の職員数の大幅な変化などにも対応できるよう、

柔軟性をもって考えるべきと思うがどうか。 

（要望）市庁舎を整備することが活性化につながるので、議論を積極的に進めてい

くことを要望します。 
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５ 谷 地 伸 次 委員（民主党）

 

１ 工事の入札・契約制度について 

（１）本市発注工事に従事する労働者の賃金確保の考えについて伺いたい。 

（２）資金調達の円滑化を図る取組について伺いたい。 

（３）契約代金支払いの迅速化などの具体的内容と実績について伺いたい。 

（４）公契約条例の制定への考えについて伺いたい。 

（要望）公契約条例については、既に千葉県野田市と川崎市において条例が制定さ

れ、また、相模原市、札幌市、東京都国分寺市などの都市においても制定や

検討に向けた動きがある中で、本市としても早めに検討をするよう要望しま

す。 

 

２ 未収債権回収整理の取組について 

（１）２２年度の民間事業者を活用した「電話納付案内」の取組内容について伺い

たい。 

（２）２２年度「電話納付案内」の取組により、見込んでいる効果について伺いた

い。 

（３）２３年度の「電話納付案内」の取組予定について伺いたい。 

 

３ 市税収入の確保に向けた取組について 

（１）２２年度における市税滞納整理の取組について伺いたい。 

（２）２２年度不動産共同公売の実施結果と総括について伺いたい。 

（３）２３年度予算で市税収納率が０．３ポイント上昇と見込んだ理由について伺

いたい。 

（４）２３年度における市税収納率向上に向けた滞納整理の取組について伺いたい。 

（５）２３年度における「納付しやすい環境整備促進事業」の検討内容について伺

いたい。 
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４ 宝くじ収入について 

（１）過去３年間の宝くじ収入の推移と２２年度の売れ行きについて伺いたい。 

（２）宝くじ収入を増やすためのこれまでの取組について伺いたい。 

（３）横浜市内で販売される宝くじの収益金が本市の貴重な財源になっているとい 

  うことを、もっと市民に訴えるべきと考えるがどうか。 

 

５ 保有資産の有効活用・処分について 

（１）１４年度から２１年度までの代替地などの公募売却の面積、売却価格の実績 

及びその評価について伺いたい。 

（２）代替地などの公募における広報面での工夫について伺いたい。 

（３）広報の効果について伺いたい 

（４）大規模土地を活用した公募事業については、戦略的に進めるべきと考えるが

どうか。 

 

６ 外郭団体改革について 

（１）本市における外郭団体の役割について伺いたい。 

（２）「市退職者の外郭団体等への再就職に関する見直し」における２３年度の取組

について伺いたい。 

（３）「民間主体の運営」が望ましいとした考え方について伺いたい。 

 

７ 職員の人事異動について 

（１）防災上の観点から、区役所職員の配置にあたっては、区内在住者を優先的に

配置すべきと考えるがどうか。 

（２）事務職の一般職員のひとつの職場での在職期間及び、区・局それぞれの在職

期間について伺いたい。 

（３）今後の人事異動における職員の在職期間の考えについて伺いたい。 

（４）責任職、特に技術職などの異動にあたり、その職員の専門性の活用について

の考えはどうか。 

（５）専門分野を担う人材の育成についての考えはどうか。 
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８ 新市庁舎整備の検討について 

（１）２３年度における基本構想の検討の進め方について伺いたい。 

（２）検討を進める体制について伺いたい。 

（３）新市庁舎整備にあわせて、港町地区、北仲地区それぞれで夢のある議論を展

開していくべきと考えるがどうか。 
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６ 加 藤 広 人 委員（公明党）

 

１ 本市職員の人材育成について 

（１）１７年に策定した人材育成ビジョンの検証と今後の課題について伺いたい。 

（２）改訂版人材育成ビジョンにおける重点的な取組について伺いたい。 

（３）責任職と職員の配置人数の比率の考え方について伺いたい。 

（４）責任職のモチベーション改善のための給与や手当に関するこれまでの配慮に

ついて伺いたい。 

（５）降格の取扱いの考え方について伺いたい。 

（６）今回の人材育成の取組の成果として、昇任試験の受験率向上も求められると

考えるべきと思うがどうか。 

（７）人材育成の効果を責任職の評価へ反映させるべきと考えるがどうか。 

 

２ 工事の入札・契約制度について 

（１）学校空調設備工事の発注における、市内中小事業者の受注機会の確保に向け

た取組について伺いたい。 

（２）今後の学校空調設備工事については、更に多くの市内中小事業者の受注機会

を確保すべきと考えるがどうか。 

（３）過去３年間の技術修得型共同企業体への発注状況について伺いたい。 

（４）これまでの技術修得型共同企業体への発注による成果について伺いたい。 

（５）技術修得型共同企業体をより積極的に採用するために、各局にも協力を求め

ていくべきと考えるがどうか。 

 

３ 保有資産の有効活用・処分について 

（１）前中期計画の２２年度末における先行取得用地の縮減目標と代替地等の売却

目標面積の達成見込みについて伺いたい。 

（２）２１年度末における先行取得用地の内訳について伺いたい。 
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（３）２１年度末で事業化未定又は用途が定まらない先行取得用地の今後の活用に

ついて伺いたい。 

（４）未利用資産の有効活用を進める際の市民理解の図り方について伺いたい。 

 

４ たきがしら会館の見直しについて 

（１）たきがしら会館が廃止になった経緯と理由について伺いたい。 

（２）地元からの要望の状況について伺いたい。 

（３）たきがしら会館の利用状況と運営経費について伺いたい。 

（４）今後の活用・処分に係る現時点での検討状況について伺いたい。 

（要望）多様な意見を聞きながら、お金をかけずに、市民が喜ぶようなものとなる 

活用の仕方を決めていくよう要望します。 
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７ 宇都宮 充 子 委員（ネット）

 

１ 土地開発公社の解散と今後について 

（１）土地開発公社廃止に至った経緯について伺いたい。 

（２）２５年度までの簿価縮減の達成見込みと、公社の廃止に必要な財源の確保に

ついて伺いたい。 

（３）土地開発公社の土地保有量と、面積の大きい上位３つの保有土地について伺

いたい。 

（４）公社廃止後の公社保有土地の帰属について伺いたい。 

（５）みなとみらい地区の公社保有土地の活用について伺いたい。 

（６）戸塚区舞岡町の公社保有土地の活用について伺いたい。 

（要望）戸塚区舞岡町の公社保有土地については、横浜市はみどりアップ計画を進

めていますので、樹林地として活用するよう要望します。 

 

２ 女性職員の人材育成と登用について 

（１）女性ポテンシャル発揮プログラムの目的と意義について伺いたい。 

（２）新採用職員、全職員及び責任職における女性職員の全市及び総務局の構成比

について伺いたい。 

（３） 責任職になることについて女性職員が感じている不安要因について伺いたい。 

（４）責任職になることについて女性職員が感じている不安要因への具体的な対策

について伺いたい。 

（５）女性ポテンシャル発揮プログラムの最終の数値目標達成に向けた取組の考え

方について伺いたい。 

 

３ 本市のコンプライアンスの考え方について 

（１）本市の目指すコンプライアンスについて伺いたい。 

（２）コンプライアンスを職員に浸透させるための積極的な取組について伺いたい。 

（３）２２年度の職員行動基準実践顕彰事例について伺いたい。 
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